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　平成２３年３月１１日に発生した超巨大地震は、想像を絶する被害を東日本に与えま

したが、本学もかなりの被害を受けました。震災直後の３月中は本学の災害対策に

没頭していましたが、４月になって、本学もようやく地域全般の被害状況を把握す

る様になりました。茨城県の海岸地域では、津波の被害が甚大で、多くの避難民を

出しましたし、また、県南では地震による液状化が大きな被害をもたらしました。

　この様な状況でしたので、本学は、被災住民を支援すべく、「学生ボランティア」

を震災生々しい４月初旬に募集したところ、１～２日のうちに１００名近くの学生が

参加を申し出てくれました。充分なボランティア学生数を確保できたので直ちに募

集を締め切り、北茨城市や高萩市と連携し、２０～３０人のボランティア学生をそれぞ

れ両市に送り出す事にしました。

　まず、ボランティア学生のため、本学が各学生に保険を掛けて、万一の場合に備えました。次に本学が大学マ

イクロバスを用意し、ボランティア学生と共に教員と事務職員が同行して、バスの中では教員がボランティア学

生に一般的な諸注意を説明しました。ボランティア学生は毎朝、本学に集合してバスで出発し、日中は両市の意

向に沿ったボランティア活動を実践し、夕方には同じバスで本学に戻りました。毎日、この繰り返しで２週間程

度の期間、ボランティア学生は真剣に被災住民にあらゆる支援活動を実行しました。この学生達は純粋な気持ち

で被災住民に接したので、被災住民等には大変喜ばれ感謝されました。

　この学生ボランティアの特徴は、大学が全責任をもってボランティア学生をサポートしたので、被災市や被災

住民には、余分な負担・迷惑を掛けない事でした。このタイプのボランティアは新しい活動で、「茨大型・学生

ボランティア」と言うべきものです。

　今回の「茨大型・学生ボランティア」を通じて、茨大の学生は「ボランティア精神に富む心優しい青年達」であ

る事が明瞭になりました。この他にも、学生個人又はグループでボランティア活動をした茨大生もかなりいました。

茨大生は、環境さえ整えば積極的に行動する頼もしい若者であり、将来の日本を支える重要な人材であると私は確

信した次第です。学生諸君には、この事をよく自覚し、今後も一層、勉学に励んで貰いたいと思います。

「東日本大震災」と「茨大型・学生ボランティア」
学長　池　田　幸　雄
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新新しい学びへしい学びへ新しい学びへしい学びへ新しい学びへ

　新入生の皆さん、茨城大学へようこそ！ともに新しい学びを築いていきましょう。大学の教育は大きく教養と

専門に分けられます。そのうち教養は大学生となる基礎ともなり、一方一生に亘る滋養ともなるものです。

　教養教育は「大学教育センター」（以下「大教センター」と略します）が中心となって運営しています。大教

センターは、皆さんが通常学ぶ共通教育棟２号館の隣、共通教育棟１号館の中にあって、教養教育を円滑かつ効

果的に実施できるよう学部間の調整を行ったり、また新しい授業の企画や教育課程改善のための調査研究・提案

などを行っています。さらに「教養科目履修案内」や「教養科目シラバス」の整理・発行、履修相談など学習を

進める上での各種の支援活動も行います。

　大教センターには下記の三つの部門、

①教養教育の企画・実施、編成を行う企画実施部

②教員の教育能力向上、授業や教育方法の改善、IT 化の推進を担当する教育点検支援部

③学生の就業力の育成に係わる活動を推進するキャリア教育部

があります。それぞれの部門を副センター長がまとめ、全体をセンター長が統括しています。

　企画実施部の担当が戸嶋浩明副センター長です。有機化学が専門で、農学部の先生です。教育点検支援部を担

当するのが勝本真副センター長です。教育学部の保健体育の先生です。キャリア教育部の仕事は伊藤哲司副セン

ター長の担当です。人文学部の社会心理学の先生です。センター長が佐藤和夫です。同じく人文学部でドイツ文

学とドイツ語を担当しています。センターには他に８名の専任の先生がおります（３、７頁参照）。

　センターの仕事を日常支えているのは学務部の人たちです。教養科目の授業、履修申告、教室などについては

わからないことがあったら教養教育係で尋ねてください。大教センターと同じく共通教育棟の１号館１階にあり

ます。

　みなさんの大学生としての新しい学びを私たちは支え、応援します。

大学教育センター長　佐藤　和夫

伊藤 佐藤 戸嶋 勝本
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大学教育
センター 教 員 紹 介

その１

７ページに続く

氏 名　上田　敦子（ウエダ　アツコ）

専 門　英語教育

ひとこと　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。いっぱいの希

望と野望を胸に、おおきな夢を描いてください。大学は、ありえないような

夢を語っても許される場所です。その荒唐無稽かもしれない荒削りな夢を実

現させる機会や手がかりを４年間でたくさん掴みとりましょう。

氏 名　岡山　陽子（オカヤマ　ヨウコ）

専 門　外国語教育

ひとこと　茨城大学へようこそ。「心配」でいっぱいの人もいるかもしれま

せんね。でも、大丈夫。あったかいココロを持った人が多いのがイバダイで

す。１年生では総合英語のクラスがありますが、週２回で、英語で話す機会

も多いはず。友人もできやすいと思うので積極的に参加してください。何か

困ったときには遠慮無く先生に相談を！

氏 名　野村　幸代（ノムラ　サチヨ）

専 門　英語教育学

ひとこと　英語はより広く、またより専門的な知識を吸収する上で必要で

す。換言すれば、英語は視野を広げる機会を与えてくれるものです。しか

し、日々の積み重ねが重要です。努力は必ず報われます。多くの先生方と積

極的にコミュニケーションをとりながら、楽しんで英語を学んでいきましょ

う。

氏 名　宮田　宗彦（ミヤタ　ムネヒコ）

専 門　第二言語習得研究

ひとこと　茨城大学へのご入学おめでとうございます。大学の英語コースで

は英語や英語圏の文化を受容・理解するレベルにとどまらず、英語を必要に

応じて適切に使い、自分の意志を発信する能力が求められます。入試英語か

ら離れて、大学卒業後も使える実用的な英語の力を身につけませんか。新入

生の皆さんを応援します。
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学生生活課
留学交流課

教養教育係
大学教育センター係
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(MM2)

共通学生学習室

CALL教室（14番教室）総合英語優先
17:10

17:30
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？困ったときには
で

　新入生のみなさん、総合英語の授業では、初日にシラバスの説明があります。その時、担当の先生のオフィス

アワーの説明もあるかと思います。是非、そのオフィスアワーを活用してください。その時間は、先生がみなさ

んのために、相談に乗ってくださる時間です。遠慮せずに、先生に相談しましょう。

　また、プレレベル３、レベル３、レベル４のクラスでは、担当の先生以外に、学習相談係の先生がいらっしゃ

います。自分の総合英語担当の先生以外の先生とも話してみたい、などというときには、各レベルの学習相談係

の先生に相談してください。みなさんが受け取るシラバスには、その先生のメールアドレスも書いてあると思い

ます。まず、メールを出して先生の都合の良い日時を尋ねてみてください。

　「英語は難しい、どうしたらいい？」、と思っているあなた！「�����受けたいんだけどどうやって勉強した

らいいのかな？」、と考えているあなた！気楽に相談してください。

（文責：総合英語レベル４学習相談係：岡山陽子）

　大学教育センターでは理系の基礎科目の教育に力をいれています。工学部や理学部の初年次に学ぶ微分積分や

力学などは、その先のより発展的な内容へ進むときのだいじなだいじな土台になります。この大事なところをき

ちんと皆さんに習得してもらうために、大学教育センターでは『理系基礎教育部』を設置して、理系科目の学習

を支援する活動をおこなっています。その中でもみなさんと特にかかわりが深いのが『理系質問室』です。実際

に理系科目の授業を受け持っている先生方が待機して、みなさんの質問や相談を受けています。授業や自習でわ

からないことがあったり、何か不安なことがあったら、どしどし話しにきてください。『聞くは一時の恥聞かぬは

一生の恥（注：「恥」なんかではありません！）』皆さんの積極的な利用をまっています！
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理系質問室
※場所と時間（曜日）は変更になる場合があります。掲示等で確認を
　お願いします。

場　所　共通教育棟１号館１階130室（正面玄関入って左）
時　間　月曜から金曜　12：00～ 13：30
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大学教育
センター 教 員 紹 介

その２

似顔絵イラスト　教育学部　体育選修　平成２４年３月卒業　城所　舞

氏 名　蜂屋　大八（ハチヤ　ダイハチ）

専 門　初年次教育、コミュニティ論、社会教育学

ひとこと　私は誰からどんなに誘われても、facebook をやりません。それは

なぜか？人ってとても暖かいものですよね。それが伝わらないからです。大

学がつまらない人、勉強が不安な人、誰かと話をしたい人、何でも聴きます。

センター２階の一番端の部屋（２３４室）を気軽に訪ねてください。hachi-caf � e

でお待ちしてます♪

氏 名　宇野　美由紀（ウノ　ミユキ）

専 門　計算機科学

ひとこと　入学おめでとうございます。新生活の始まりですね。授業やアル

バイトで忙しく過ごす人もいれば、そうでない人もいるでしょう。学生時代

は自分が興味を持ったことはいろいろやってみたほうが吉。ただ、自己管理

には気を付けて。担当の情報処理概論の授業でお会いするかもしれません。

楽しみにしています。

氏 名　梅原　守道（ウメハラ　モリミチ）

専 門　数学（微分方程式）

ひとこと　ご入学おめでとうございます。いま、皆さんは期待と不安どちら

のほうが大きいですか？「大学生活を楽しく過ごせるか不安」という人は、

とりあえず何か（バイト、サークル、…）やってみましょう！夢中になれる

ものはいつの間にかできるもの。新しいことをやるには勇気がいりますが、

出した勇気にきっと後悔はしないでしょう。

氏 名　富沢　真也（トミザワ　シンヤ）

専 門　物理学（相対性理論・宇宙物理学）

ひとこと　ご入学おめでとうございます。私も教員としては、皆さんと同じ

１年生です。学生生活は長いようで短いものです。４年の間に心底、熱中で

きるものや将来的な目標を見つけることができたらいいですね。

　私の目標は、一人でも多くの人に、自然科学に興味を持ってもらうことで

す。どんな些細な事でも遠慮なく質問してください。
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■今年度はどのような年になるでしょうか。楽しいことがたくさんある１年になると良いですね。大変なこともいろいろある

かと思いますが、張り切っていきましょう！（お）

■最近は全国的なマラソンブーム（知る人ぞ知る？）。かく言う私もはまってしまいました。茨城にはいい大会がたくさんあり

ます。つくば、勝田、かすみがうら等。目標を定めて練習するのも楽しいものです。みなさんもいちどお試しあれ。（う）

■私の生まれ育った北の土地では、梅と桜がほぼ同時に咲きます。華やかな分、ちょっと損した気分がします。水戸の梅は寒

いうちに一足早く咲き、暖かくなった頃、満を持して桜が咲くようです。今年は、ゆっくりと春を堪能できそうです。（は）

発行日　平成24年４月／発行者　茨城大学　大学教育センター　水戸市文京2－1－1　029（228）8414（大学教育センター係）
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新入生へのアドバイス

教育学部社会選修

３年　仁　道　桃　子

理学部理学科学際理学コース

３年　宮　脇　　　駿

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい

ます。今回は、私の経験を踏まえて皆さんにア

ドバイスをしたいと思います。

　大学では中学・高校のように「叱ってくれる

先生」はいません。また、多くの人は一人暮ら

しも始まり、これからの生活では今まで自分を

管理してくれた「先生」や「家族」に頼らず、

全て自己管理・自己責任で生活していかなけれ

ばなりません。

　次に、大学での勉強についてです。大学では

ただ受動的に講義を聞くだけではなく、能動的

に勉強することが大切です。２～３年生になっ

て専門科目が入ってくると予習復習なしでは知

識を定着させることが難しくなるため、最初の

教養・基礎科目の段階で怠けず、後で困る前に

早い段階で予習や復習の習慣をつけておくと良

いでしょう。

　最後に、やはり大学生活では色々なことに挑

戦できます。そのため、勉強以外にも部活動や

課外活動などに取り組み、積極的に大学の外に

出て豊富な知識と経験を身につけていくと良い

でしょう。『経験』は必ず自分の力と自信に繋が

ります。

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい

ます。今回私は、みなさんがこれから履修する

教養科目の授業についてお話したいと思いま

す。

　みなさんが履修する授業は、所属する学部や

学科によってある程度決まっていますが、教養

科目では自分の興味や関心に合わせて、自分で

授業を選ぶことができます。教養科目には、語

学やスポーツなどの共通基礎科目と、人文、社

会、自然分野や総合などの主題別科目がありま

す。特に主題別科目はたくさんの授業があり、

各授業の内容など細かいことはシラバスに載っ

ていますが、どの授業を履修しようか迷ってし

まうと思います。

　私は、自分が興味を持っている学科の授業と

は全く違う内容の授業を選びました。２年生か

らは受ける授業がだいたい決まっているため、

違う分野について学ぶ機会はほぼありません。

自分の視野を広げるためにも、様々な分野を学

べる教養の授業はいい機会だと思います。

　履修登録や授業で悩んだ時は、先輩に聞くの

もいいと思います。周りの人たちの意見なども

参考にしながら、充実した楽しい大学生活を

送ってください。


